
令和 4年度 第 11回一般社団法人三重県作業療法士会（拡大）定例理事会 議事録 

日時：令和 5年 3月 10日（金）19:00～22:00 

場所：web会議 

出席者： 

理事：田中一彦、佐藤明俊、松本周二、大塚美奈子、牧野有華、石崎健、宮坂裕之 

島崎博也、冨中真悟、（10名） 

監事：橋本昌弘（1名） 

書記：前田健太 

ブロック長・部長・委員長・委員：井出洋平（財務部部長）、加太俊太朗（南勢ブロック

長）、伊藤正敏（地域リハ部部長）、久保雅邦（学術部副部長）、佐野佑樹（地域リハ部

認知症とともに班班長）、熊谷ちほり（学術部発達支援班）、萩野創（広報部） 

 

＜協議事項＞ 

1． 新入会について 

新入会 1名  

3月現在の新入会者は 38名、退会者は 29名 

承認 

2． 後援依頼について 

第 13回日本リハビリテーション栄養学会学術集会「デジタルヘルス時代のリハビリテ

ーション栄養」 

会期：2024年 3月 2日（土） 

大会長：百崎 良 氏（三重大学大学院医学系研究科リハビリテーション医学分野 教授） 

開催形式：現地＋オンデマンド配信（予定） 

会場：四日市市文化会館 

 

承認 

3． 推薦依頼について 

・度会広域連合障害支援区分認定審査委員の推薦 

中林 容子 氏（市立伊勢総合病院） 

・伊勢市介護認定審査委員の推薦 

大野 智生 氏（桜木記念病院） 

 

承認 

4． 県士会ホームページのリニューアルについて（広報部より） 

萩野氏よりホームページに追加予定の研修会カレンダー、病院マップについて説明あり 

→提案通りに進めていく方向 

＜意見＞ 

一般の方が問い合わせしやすいように、フォームを作成しても良いのではないか 



→早急には作成せずに、作れる準備をしておき、検討していく 

保留 

5． 県内運転支援施設一覧の確認（広報部より） 

自動車運転支援施設一覧へ掲載予定の施設より、ホームページ掲載の許可あり 

  →更新日時を追記した上で掲載していく 

承認 

6． 積立金について（財務部より） 

現在毎年 40万円を積立している 

使用用途は特別事業積立金として、東海北陸作業療法学会準備資金、記念式典、東海北

陸リーダー研修主催時準備資金、高額備品のためとなっている 

財務部として、7年×40万円=280万円まで積立できれば次年度以降追加で積立しない 

積立金を使用した場合は、最高 40万円を積立し、280万円積立できれば以降積み立てし

ない 

＜意見＞ 

・使用用途に事務所設立用の積立やレンタル料、作業療法白書の作成や印刷費用などを

追加した方が良いのではないか 

・東海北陸作業療法学会の時期に合わせて、7年ごとに積立金について協議して、概算

を算出した方が良いのではないか 

→財務部の提案通り 280万円程度を目途に積立を行う 

東海北陸作業療法学会終了時のタイミングで特別事業積立金の使い方、予算案を協議

して、必要に応じて最大 40万円を積立する 

三役で再度まとめ直して、総会で共有する予定 

保留 

7． 令和 5年度総会時の意見交換会について（事務局より） 

令和 5年度も総会時に意見交換会を開催予定 

従来は県士会に対しての要望などを議題としていたが、別のテーマの意見や、グループ

分けの仕方についての相談あり 

＜テーマに関しての意見＞ 

・自由にフリートークも良いのではないか 

・「意見交換会」という名前にすると、参加に抵抗が生まれやすいのではないか 

・勉強会でしてほしい内容など 

・理事の方などが県士会についてプレゼンテーションなどをしてもらう 

＜グループ分けに関しての意見＞ 

・ブロック別、地区別なども良いのではないか 

・ブロック別に分けて、ブロック長、施設が交流する場を作ってはどうか 

・働く領域別も良いのではないか 

→出た意見をもとに、事務局でさらに検討していく 

承認 



 

8． 第 21回東海北陸作業療法学会活動報告について 

活動内容及び会計報告について会員への報告方法について検討していただきたい 

→東海北陸作業療法学会の本部役員への報告後、ホームページへ掲載する 

承認 

9． 発達支援に関する窓口について 

従来は学術部発達支援班の熊谷氏が窓口になっていたが、委員の廃止にともなって窓口

がなくなってしまう 

今後の窓口対応をどうしていくか 

→事務局や学術部に窓口を作成するのはどうか、もしくは組織を再編成してはどうかな

どの意見あり 

 次回理事会までにもう少し意見を詰めて検討していく 

保留 

10．学会実行委員の報酬について 

  学会長の裁量により、下記の表のように決定 

 支給対象区分 金額（税込） 支給単位 

1 学会長、実行委員長、学術担当責任者、 

会場担当責任者、運営担当責任者 

6,000 円 

事業年度 

2 実行委員 2,500 円 

承認 

＜報告事項＞ 

1． 南勢ブロックからの報告 

南勢ブロック長の加太俊太朗氏より、活動報告等あり 

加太俊太朗氏は今年度で南勢ブロック長を終える予定、後任は未定 

 

2． 地域リハビリテーション部より 

（1）介護予防リハビリテーション多職種研修の報告 

日時：令和 5年 1月 22日（日）9：30～12：30 

 場所：WEB開催 

 内容：①総合事業について 

     ②短期集中型サービスについて 

     ③地域ケア会議の概要 

     ④模擬ケア会議(グループワーク) 

  対象:作業療法士、その他医療福祉関係者 

  講師：市川 順子 氏（菰野町健康福祉課 健康づくり係 保健師） 

     安井 敦史 氏（株式会社 コミュニティーケア代表取締役 作業療法士） 

     逵原 勝 氏（多気町役場健康福祉課包括支援センター係 社会福祉士） 

  参加者：43名 



（2）地域で活躍できる作業療法士育成研修週修了者について 

（3）士会における認知症への取り組みを推進する担当者同士の情報交換会 

日時：令和 5年 1月 29日（日）13:00～16:00 

場所：WEB開催 

内容： 

① 政府の認知症施策：認知症施策推進大綱の経過報告、認知症サポーター養成講座の資

料更新 

検討（より生活の場や企業別化）、バリアフリー社会の実現に向けての取組 

（金融・住宅・小売などの手引き作成）、初期集中支援チームなど 

② 都道府県士会アンケート報告：初期集中支援チーム（OTは 573名参画．三重県は 0

名）など 

③鳥取県士会の取組報告（鳥取県）：研修会における知識の学びだけでなく、地域実践、

県や他団体と連携・協働、フォローアップまでしている。（中村会長より） 

④士会の取組に関する情報交換：研修会は学術部・教育部へ移行している県士会が増え 

ていた。その分地域実践として、家族の会や認知症カフェ、RUN 伴など他団体との連携・

協働が増えていた。また、県の基金を活用している県士会も多く、より広く市民や当事

者へ周知・地域活動につなげていた。三重県のフレンドリー活動と認知症カフェにおけ

る回想法実践は参考にしたいとの声を多数いただく。 

  参加者：村田 光 氏（鈴鹿厚生病院） 

      村田 伶 氏（みえつくし診療所リハビリセンター） 

      佐野 佑樹 氏（長太の寄合所「くじら」） 

 

（4）亀山市立図書館で市民向け「回想法」の講師依頼〜チームオレンジの初活動〜 

日時：令和 5年 1月 30日（月）13:30～15:30 

場所：亀山市立図書館 1階多目的室 

内容：心いきいき回想法〜一緒になつかしい話に花を咲かせましょう〜 

講師：佐野 佑樹 氏（長太の寄合所「くじら」） 

参加者：50名 

 

（5）認知症フレンドリー研修会 

日時：令和 5年 2月 9日（木）19:00～21:00 

場所：WEB開催 

目的：認知症フレンドリー社会について知見を持ち、日々の臨床との繋がりを学び、幅 

広い作業療法が提供できるようになる． 

内容：認知症専門医からみる認知症フレンドリー社会 〜伊勢市の取り組み〜 

認知症とともに班の認知症フレンドリー活動報告、情報交換会 

参加者：25名（他職種：9名、OT：16名） 

講師：山川 伸隆 氏（いせ山川クリニック 院長） 



（6）ほのぼのカフェにおける講師依頼→コロナのため延期 

日時：令和 4年 12月 17 日（土）13：30～15：30 

場所：ほのぼのカフェ（有限会社コーブンシャ本社１階：四日市市笹川３丁目 48） 

内容：①認知症カフェで実施しやすい回想法 

     ②カフェ参加者の下肢筋力低下を防ぐ、簡単な高齢者向けの体操 

講師：上田 奈央 氏（主体会病院） 

     米澤 悦子 氏（ハーモニーハウス伊賀大山田） 

 

（7）2022年度地域支援事業への参加推進のための WEB研修会 

日時：令和 5年２月１２日（日）9:00～12：50 

場所：WEB開催 

選任者：伊藤 正敏 氏（三重北医療センター 菰野厚生病院） 

    成川 峰子 氏（伊勢慶友病院） 

聴講者：古野 智香 氏（伊勢慶友病院） 

     夏目 紫帆 氏（三重北医療センター 菰野厚生病院） 

内容：「地域共生社会の実現にむけて必要なこと」 佐藤理事 

    「地域包括ケアに関わる時期組織体制と地域共生社会 5ヵ年戦略」 谷川理事 

    「すべての自治体に担当者を配置するための事例発表・グループワーク」 

     北海道士会・秋田県士会・長崎県士会 

    「地域包括ケアシステム参画の手引き（第 2版）について（変更点、活用のポイ

ントなど）」 

 

（8）認知症カフェへの推薦者 

日時：令和 5年 3月 9日（木）13：30～15：30 

場所：みなと憩いのカフェ（なやプラザ） 

内容：①専門職の視点から効果分析のための情報提供 

    ②楽しい雰囲気づくりや環境づくりのアドバイス 

推薦者：松本 周二 氏（介護老人保健施設 みえ川村老健） 

     浅沼 慎也 氏（南勢病院） 

 

3．第 34 回三重県作業療法学会実行委員会より 

第 34回三重県作業療法学会について 

 日時：令和 6年 3月 3日（日）9：30～16：30 

場所：三重県総合文化センター 生涯学習センター2階 視聴覚室 

※三重県総合文化センターは、令和 7年～9年の 1月から 4月まで全館防水（雨漏り）改

修工事のため、利用できない 

 

 



4．学術部より 

（1）発達分野研修会 

公認心理士の視点から見た子供の支援  

 日時：令和 5 年 2 月 24 日（金）19：00～20：30  

 場所：WEB 開催  

 内容：公認心理士とは、知能検査（WISC-Ⅳ）について、公認心理士の視点  

講師：植村 涼子氏（いなべ市 健康こども部 発達支援課 公認心理士）  

 参加者：30 名 （内他職種 14 名） 

（2）特別支援教育意見交換会 

OT 協会主催「教育領域への作業療法士参画に向けた意見交換会」への参加報告 

日時：1月 28日（土）13：30〜16：30 

方法：WEB開催 

参加対象者：47都道府県士会からの代表者 1名及びオブザーバー2名まで 

      当士会からは、代表者に北勢きらら学園の堀池氏、オブザーバーに早川 

氏と熊谷氏が参加した 

当日参加者：87名（別紙参照） 

 

5．令和 4年度 PT OTST合同研修会報告について 

 田中会長より、参加報告あり 

 日時：令和 5年 2月 27日（月） 

 参加人数：PT91名、OT20名、ST8名 

 

6．令和 5年度三重県がんリハビリテーション研修会開催について 

 開催日程が決定したため報告あり 

 日時：令和 5年度 9月 10日（日） 

 方法：WEB開催 

 募集：令和 5年 5月 15日（月）10:00～ ＊三重県の施設から優先的に募集開始 

 

7．三重県リハビリ情報センターの活用について 

 田中会長より、「情報センターに活動の事後報告をお願いします」と依頼あり 

 

8．令和 4年度第一回「みえメディカルバレー推進代表者会議」について 

 佐藤副会長より参加報告あり 

 

9．令和 4年度第一回「みえライフイノベーション総合特区」について 

 佐藤副会長より参加報告あり 

 

 



次回理事会日程 

日時：令和 5年 4月 14日（金）19:00～21:00 

               場所：web会議 


